
塑回叫.
市畏のうと⑤7周国・e】

，軍司 入口組問人

・・. I削月比記録入・)
Jll1tOOlA :!t噸即1A

回欄四

惨みんなで行こう。ならまつり'94

帽し刷出向間幽閉してl.ItT.



『

z="のR
T
‘f

ι
L
e
a
し
ie
う
』
企
時
び
伽
ゆ
-e

市

E

圃圃圃圃E己主~M!!n!l

-
ニ
ユ
ス

E

A
摘
を
怖
か
め
あ
う
市
民
製
会
U
か

-
国
民
年
金
の
鎗
付

4

・
奈
良
市
開
寄
寄
宿
紘
基
窓
計
画

-5

・
芯
ら
ま
つ
り

W

is

-
マ
マ
さ
ん
特
派
贋
レ
ポ
ー
ト

i

;

;

;
7

。

随
釦
E
m
A
づ
〈
ハ
リ

-
万
護
の
う
た
健
康
(
夏
か
ぜ

}

:

iB

-
サ
ク
ル
mm介
東
西
開
北

g

-
R
会
話
ザ
l
タ
ル
Z定
自
民

E
e
3
4
3
L

-
シ

リ

ズ

人

橿

保

育

園

m

・
お

知

ら

ぜ

川

3
市

人
権
を
確
か
め
あ
う
市
民
集
会

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
を
ご
う
平
和
と
人
権

↑k
t
-
M午
後

一
時
か
り
人
権

P
と
と
告
訴
の
と

aaで
発
必
し

主

2
f
z集
会

M
Z巾
ま
し
た

-
R
S
Z会
主

人

j
i
j一さん
が
ひ
と
り

E

ゆ
勝
文
化
管
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
釣

『人
間
あ
史
あ
れ
」
会
記
念
公
演
.

八百
t人
毒

事
り
ま
し
た

J

般

の

陸

自

を

Zに
自
分
の
人

の
集
会
は
請
を
な
く
す

i
i
zとのか
か
わ
り
を

?
L
Z
t言
語

2
t
t
t
v
Z
型さ

で
い
る
も
の

Z
雪

f日
目

ん

の

2
量

ん

品

FE
ミ

2
5
ま
ず
袋
詰

富

保

て
い
ま
し
た
・

a
a明
究
会
ハ
会
長
北
禰
悦

F
伏
見
倣

こ
の
強
制
調
凡
問
中

人

継
街
頭
崎

Z
8
?ンバ
l
開
土
二
人
が

堤

町
民
集
会
、
特
段
入
信

様
、

「

Z
E
E
-
2
4
人
・

1
8
E数多
〈
の
傭
し

!
?
f
gt
が

Z
E
E-

-

ゑ
別
で
あ

り

人

!

奈良市民竃軍

?
の
人

E
理

大
切
さ

品

ヲ

z
b
f
i
f
i
 

温曹を
怖
い
去
し
た

袋良"四本のふるきと 曳LI，(!1ft 
t-t<-u四世制打，臥佐
川叫ふさj，l" n'lI:晴?，:~， ~ 
H 孟も

J;Il U .l*t l.> ~( i T，. ~þ刊
~・で Uつら勺企 l_l u..人岡
山なηaι".
，Q')lJt俸庄のま色 みん舎のし&わ
相次ぬこ叫が古島l怖いH
ょう.
制"滑a障で刊'"f <，肘め
u""，o..(・切に債"し"
lI'IW_問。(I t，.叫例制.で
伝総と調備のとれf瞬Lい依みよいa
aヲ〈 ηtlJld

i
z
i君
主
包

括

i
i
i
-

z'え
e
a
L
t

楓山I' 



-ニュース

「

自

主

の

Z
M
u
e安
ら

か
に
し

t
S
2
2て
く

れ
る
」
と
訟
を
支
え
、
-
胃
潰
ず
る
ロ

パ
l
hF
ソ
ン
さ
ん

音
楽
は
自
分
自
身
を
と
り
も
ど
す
た
め
の
最
高
の
友

中
央
公
民
館
で
音
楽
療
法
講
演
会

巾
で
は
符
進
療
法
検
討
委
民
会

i、
tgvの
置

に

健
也
容
高
鯵
有
の
痴
呆
政
防
止
や
心

身
障

T
T
ピ

i
1
2
ン

iと
し
て

1
iいわ

れ
て
い

i
!

央

公

民

空

会

号

品

E

L
t
右
足
型

2
4人が

つ
め
か
出
民

自

心

2
2う

か
M

か
わ
ぜ
ま
し
た
・

議
鋤
M
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
館

内
定
酬
は
士
の
免
l

X
47
4
ン

ロ

バ

l
ト
ノ

y
さ
ん
と
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ

E
f
f
t小
川
?

国
際
支
流
の
架
け
橋
に

キ
ャ
ン
ぺ
ラ
巾
へ
は
じ
め
て
派
遺
剖
宇
生

宮

市

の

!'j

i
f
-
-賢

同
車
内
-
仔

zaJんが

六
旦
ニ
I
T
H

州
見
あ
い
さ
つ
の
ゐ
に

め
市
役
所
を
訪
れ

1
4

f
f
i
z
g
tン

2
fは
昨

年

十

月

程

車

総
例
会
斜
ぴ
文
化
、
教
材
、
ス
ポ

Z
と
の
交
聖
書
い
合
い
、

s

i
l
t
-
-

ン
ペ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
グ
ラ
マ

ー
ス

i
t
1
5
2
 耐

惨
量
療
を
叉
タ

l
j
h
市
か
句
の
採
血
描

術
学

1
2ん
が
は
じ
め
て
a

人
川
市
長
が
「
令
・
ン
ペ
ラ
A

叩
は

?
z
i
l
-

2
1も
里

、

人

納

で

糸

井

iもす
ぐ
に
た
く

izz

で

i
t
;・
官

官

つ

げ

て
号
て
き
て
く
だ
さ
い
』
品

司
市
長
の
愈
刷
会
受
け

t
糸
弗
さ

ん

u
R
2
J
Z
Z

と
力
強

E
L
-
-し
え

ん
-
歌

2
5
2ぇ
、
日
ご
ろ

の

研

究

内

宮

首

堅

持

z

f
つ
い
て
鼠
し
ま
し
令

t
lソ
ン
さ
ん
M

『

Z

の

富

Zし
ん
で
い
士
が
い
き

て
こ
れ
か
り
の
高
年
齢
社

t
u

i
i
!
?
 

る

で

し

;

主

S
u
n
-

再
発

u
k
g
s
a
t勺

て
よ
み
が
え

i
i
z

ξ
2
2
5い
て
苦
し
ま
し

た・
ζ
の

E
t
t一f
k
臼
に

も
開
か
れ
予
定
で

t

大
川

E
t
gを
存
る

島
市
弗
さ
ん

軸
h圃 4

市長からのひとこと
初めての"'ら会 Lて告進$11，...会会開僧さぜてい

ただ・ 'l l::~<、みはさんの胤州〈叫に入同
川いという時にはり援に酬に"じでおり H .
市民一人ひとりがいうまで l.~慢で窓鉄そろ qで快適

'~!I;lIi h!l司ていた~，t る，今に順一司施策闘に織

り組んでいます.務受信布告に凶£叫をも 4でお勺ft{， 1; 

〈さんの刊に対し もう.師会哨〈】~:.io""れ

酬の刷会では制酬の齢L相同一宮た貴
重九鉱もLτ、ただ〈予定です.た〈さんのご旗掲を

心より.伸ちLても.す.

策良市長 え寸JI則

子
ど
も
の
詩

311仙叩

左
京
小

一
知事

み

むz 
E 
E 

お
か
あ
さ
ん
に
は
め
い
ワ
れ
た

き
の
う
ね

あ
句
い
も
の
を

必
て
つ

rい
し

f

お
か
あ

8
ん
に

は
め
句
れ

f

「
あ
や

s・
ん

す
ご
い
は
あ
』

ぜ
勺
け
ん
つ
け
て

お

信

べ

も

あ

り

q

企



-園民年盆の鎗何

国
民
年
金
の
給
付

EiauaR陣
?
i
E
t
a
-
E首
2
2

2高
岩
共
同
連
絡
に
よ
可
て
防
止
し
、
健

全

品

民

主

の

再

向

上

に

梅

干

る

こ

i的
と
す
る
制
度
で
す
・
こ
の
門
的
を
ま
す
る
た
め
同
年
金
制
度
で
は
、
3
っ

i

z
z
t
i
t
i--mi
iz
i
z
 

給
す
る
給
付

2
1り
ま
す
・

今
同
?
」

2
2ま

2量
級

聖

書

つ

い

て

観

酬

し

1・

老
齢
基
礎
年
金

.，
仔
金
石
受
"
る
だ
め
ド
ド
必
要
伝
期
間

由

民

年

富

里

品

め

た

期

間

②
凶
民
年
金
削除
険制
刊
の
免
隊
を
受
け
f
期
間

③
位
怠
加
入
で
き
る
人
が
任
庫
加
入
し
年
か
ラ

允
期
間

2
3
g

⑥
昭
卵
管
凋
年

4
A以
後
の
M
m

生
年
金
や
災
梼

組
合
の
加
入
期
間

⑥
第
お
い
必
摂
悌
険
許
期
間

こ
れ
勺
を
合
針
し
て
原
則
と
し
て
お
年

以
上
の
矧
聞
が
必
安
で
す
・

v
uφ
舗
(
咽
手
成
6
K存
度
u

n
万
7平
副
阿

E
E
a
i
i
z
 

が
あ
る
と
き
は
そ
の
期
聞
に
よ
り
録
制
さ

れ
ま
す
・

年
金
田
価
値
は
守
ら
れ
ま
す

EEEそ
の
?
の
物
価
の
集

品

m
h
h
応
じ
で
尿
@
舗
の
改
定
を
一一
仔
う
策
動
臼

動

Eス
ラ
イ
ド
"
が
費
さ
れ
て
い

5・

2
の

Euzzfり品
り
す
る

ζ

と
凶
あ
り
ま
ぜ
ん
の
で
、
L

と
て
も
安
L
U

で

す

カ
ラ
期
間
と
は
?

l
合
算
対
象
期
間
l

mhm
総
括
平

4
月
以
降
で

maから
ωaに

な
る
ま
で
の
周
に
問
民
年
金
に
怪
童
人
し

1
s
i
i量し

t
t
iか
を
み
る
と
き
に
員
人
さ

れ

ま

す

が

年

豊

富

市

i
s
z

r
m
T
L
L
3・

①

1
1
3
3
面

Ett

で》

②
学
生
〔
平
成
3
U平
3
Mま
で
〕

③
M

思
生
年
金
の
麟
泌
字
九
金
吾
受
給
し
允
期

聞
⑥
日
本
人

Z
T
Eし
て
い
た
期
間

.計算式

旦
凶

帥 .. 事・JII2 B!Um .111.11期間

問問

"'刷

，腕・ m "...刊創制脈.....'

，・・・

重..

.年金舗の齢・・・町

組
り
よ
げ
岡
京
と
踊
り
下
げ
帽
章

凶

R
M，上
げ
一繍
怠

ωas“aでも受航
船
開
始
年
幽
聞
に
応
じ

て
M
M

糊
さ
れ
た
年
金
金
受
付
与
こ
と
M

却
で
き

そ

た

だ

き

-

上

げ

聖

を

す

る

と

M

駒
畿
に
伝
ヲ
で
も
年
金
舗
が
冗
に
民
る
わ
け

で
M
U〈
-

生
M
M

剖輔さ

a
t作
金
を
受
け

る
巳
か
庄
皆
川
宮
人
の
翌
日
不
思
取

娘

Uz--Jif-

-
毒
事
の
加
入
自
の
あ
る
人
は
ぎ

厚

生

Z
Sの
自

産

量

2れ

ま
ぜ
ん
a
01金を
受
け
て
い
る
人

i
t

に
匂
り
ま
す

1
2
3てい
る
人

i

Eし
ま
す
・

02に陣
1
p
tた
雪

i

i

;
さ
れ

ま
せ
ん
・

岨
贋
リ
下
げ
薦
議

Z
E
-
-
1
Zさ

れ
ムに
年
金
金
受
け
る
こ
と
も
で
怠
ま
す
@

;

!
・

"山1'14

• ~'" . ~~ ・・
叫加山劇1酬と民



-豪良市開書者福".本計画

共に生きる社会の建設に向けて
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ならまつり'94
鋸しい蕪.の夏の風格符 rf.oらまつり』
も4争当事で8園..今"'t..'J r.くさんのイ
ペJ ト1'. *t.f.o{1I!・Lます.
。匝包復元された朱雀門舗で隠金魚すくい

宿区どの普信がらのお庖やさ.ざま考証趣向を

こらはフリーマ寸ット刷叫んを酌

ています.

と e 日月12目白目前夜祭
8月13日出、14日固

ととる 平械京朱雀大路跡

日みん目白洲"'・

嗣僚のちょい制唱。摘んとM レ一同
JR奈良駅前~三集遇り~姐沢池析り遣し

マスコ，ト..ラクター
防

12日 総角よし、有よV踊り
樹 明大島人Eιパしード
，民品開.んどん飢柿め酢酷ぴ位りどり

叫配・刊ちa内山圃V 唱の酎引U.
午後5時事か句，ープュνグ也レ，ニー."レー""午後
叫-1'1::J R組酬を玄ト'三柑りか崎柑州
り JRIi>Q駅前怠でE寄り.マ.

13日催したく芋人
出 芯らまつり'94開幕

午後3帽..，ーかげu
'0ーでは訓勘倍嫌.の横畿はど
で危.っ句，-.が・句上がり、 U

H ヲ刊の闘です.

..ス予ージで"子ども向けのタ

叩ø~L A.t;叫シ， 一、剛..

4刷眼小師哨前四仙興

'"偏1.::.<.6¥1，*-_111醐叫
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食中毒多発シーズン到来要注意/
例年7)1-9111，州市中山売し如醐とする食L時同組しています. 
. 凶の多くM、食品目の組"不足、台所 。周恩2刊かりの食品汚段、 園周ずる人の予伺かり
の食品"後 2岡崎の良輔畑山」よる食'1'酬の付着輔が聞にローでいます.
会中構多発ンーか帥かえ次のこと"川崎して醐吋峰崎きまし山
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叶 .~州
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畑山助相批判制で同性とさ;ltl~?

②，匂叡包了ふ，んポールUいつも情調にしましaう.

⑧覇軍の嗣によく H.it.いましaぅ.
制酬の岨11.5 't:j)LfI~. 

⑪ヨゴキプ " の臨除1o l* I.~~ .

⑥翼煙後 食べる，で長時間蝕置しはいようにしH ，ぅ.
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